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茅ヶ崎市自立支援協議会令和 5年度第 3回 就労・生活支援部会 報告書 

 

件   名 令和 5年度 第 3回 就労・生活支援部会 

日   時 令和 5年 11月 24日（金）16:00～17:30 

場   所 地域生活支援センター 元町の家 

事 務 局 地域生活支援センター 元町の家 

部会委員 

及び 

サポート 

メンバー 

■ 高野 宏章  部会長 （ちがさきエボシライン） 

■ 森  佳久  副部会長（茅ヶ崎市障害者施設連絡会） 

■ 渡部 司   委員  （湘南地域就労援助センター） 

■ 鈴木 健太  委員  （茅ヶ崎市役所障がい福祉課） 

□ 伊藤 昌宏  氏   （サポートメンバー／茅ヶ崎市役所産業観光課） 

■ 高橋 紀子  氏   （サポートメンバー／プラーナ湘南） 

■ 瀬川 直人  氏   （オブザーバー／ちがさき基幹相談支援センター） 

■ 竹内 智洋  事務局 （地域生活支援センター 元町の家） 

□ 佐藤 右輔  事務局 （地域生活支援センター 元町の家） 

■ 志村 氏       （オブザーバー／茅ヶ崎市役所障がい福祉課） 

※ ■出席 □欠席 

議 題 

1. 応募状況の確認と今後のスケジュールについて 

2. 地域へ下ろす為の今後の活動について 

3. 次年度以降に取り組む部会のテーマについて 

検 討 内 容 1． 応募状況の確認と今後のスケジュールについて（～16:30） 

・応募のあった「職場体験実習申込用紙」をもとに検討 

・申込者 7名、基本的に第 1希望を体験実習していく。 

・第 2希望、第 3希望については、申込者及び実習先と調整していく。 

  （スケジュール） 

面談…12月上旬 

実習先との顔合わせ…令和 6年 1月～ 

実習…令和 6年 2月中 

 

2．地域へ下ろす為の今後の活動について（～17:00） 

  ・体験実習を市のホームページで周知する案について議論 

  （意見として） 

ホームページに載せるには、ルール化が必要。 

  支援者のついてない方が実習先に電話などをして、実習側の企業が 

困る事は避けたい。 

  （最終的に） 

   → 就労継続支援 B型や地域活動支援センターなどの事業所に 

「職場体験実習」の情報やノウハウを提供し、「職場体験実習」 

を地域の事業所に下ろしていく。 

 

3． 次年度以降に取り組む部会のテーマについて（～17:30） 

  【一つ目】 

   就労継続支援 B型や地域活動支援センターなどの事業所に 

「職場体験実習」の情報やノウハウを提供し、「職場体験実習」 
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を地域の事業所に下ろしていく。 

    

  【二つ目】 

   進路に関する普及啓発イベントの開催（福祉フェアのようなイメージ） 

   （理由）親御さんやご本人、教育機関の方々は、まだまだ就労系 

サービスについて知らない方が多い。 

そのため、将来に不安を抱えている方々に就労系サービスの 

情報を届けていきたい。 

 

委員会参加メンバーとして、現在の部会構成員に、支援学校、 

インクル校、サポート校、市立中学校などの教育関係機関を加える。 

福祉サービス利用や卒業後の生活相談なども必要と想定されるので、 

相談支援事業所も必要と考える。 

また、当事者（親子）の目線、意見も入れたい。 

 

4．その他 

【第 4回就労・生活支援部会開催日時】 

令和 6年 2月 19日（火）16:00～17:30 元町の家 

 

課題・懸案事項 特になし 

 


